
2022.11❺ No.93

▼
議
案
第
69
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び

決
算
の
認
定

（
68
号
、
69
号
）

　

令
和
３
年
度
の
下
水
道
事
業
会

計
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会

計
の
決
算
に
伴
う
利
益
剰
余
金
を
余

▼
認
定
第
１
号　

一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
、
議
会
の
認
定
に
付
す
も
の
。

▼
議
案
第
68
号　

下
水
道
事
業
会
計

利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

剰
金
処
分
計
算
書
案
の
と
お
り
処
分

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
、
併
せ
て
令
和
３
年
度
決
算

を
認
定
に
付
す
も
の
。

▼
議
案
第
70
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

▼
議
案
第
71
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
72
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

収
益
的
支
出
１
億
７
６
０
万
６
千

円
を
増
額
す
る
。

▼
議
案
第
73
号　

職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
、
管
理
監
督
職

勤
務
上
限
年
齢
制
の
導
入
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
74
号　

職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
条
例
の
廃
止

　

国
家
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
廃
止

す
る
。

▼
議
案
第
75
号　

職
員
の
懲
戒
の
手

続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

国
家
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

▼
議
案
第
76
号　

職
員
の
勤
務
時

間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
、
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
制
を
導
入
し
、
所
要

の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
77
号　

職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
よ
る
定
年
年
齢
の
段

階
的
な
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
78
号　

公
益
的
法
人
等
へ

の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
79
号　

職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
よ
る
定
年
年
齢
の
段

階
的
な
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
80
号　

職
員
の
退
職
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

▼
議
案
第
81
号　

人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
の
公
開
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
82
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

▼
議
案
第
83
号　

会
計
年
度
任
用
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
84
号　

職
員
の
高
齢
者
部

分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

定
年
年
齢
の
段
階
的
な
引
き
上
げ

に
伴
い
、
高
齢
者
部
分
休
業
制
度
な

ど
を
導
入
し
、
現
行
の
再
任
用
制
度

を
廃
止
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
、

新
規
制
定
及
び
廃
止
を
行
う
。

▼
議
案
第
85
号　

職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
の
「
妊
娠
・
出
産
・

育
児
等
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め

の
措
置
」
の
柔
軟
化
に
伴
い
、
改
正

を
行
う
。

▼
議
案
第
86
号　

公
園
条
例
の
一
部

改
正

　

新
市
民
会
館
建
設
期
間
中
、
大
手

町
地
区
公
共
施
設
利
用
者
向
け
の
仮

設
駐
車
場
を
市
民
ひ
ろ
ば
内
に
整
備

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
87
号　

市
有
財
産
の
無
償

譲
渡
（
江
の
浦
港
待
合
所
）

　

江
の
浦
港
待
合
所
を
、特
定
非
営
利

活
動
法
人
石
の
里
広
島
へ
無
償
譲
渡

す
る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
88
号　

市
有
財
産
の
無
償

貸
付
け
（
旅
客
船
兼
自
動
車
航
送

船
「
ほ
ん
じ
ま
丸
」）

　

本
島
汽
船
株
式
会
社
に
無
償
貸
付

け
し
て
い
る
「
ほ
ん
じ
ま
丸
」
の
無

償
貸
付
期
間
を
５
年
間
延
長
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

▼
議
案
第
89
号　

市
道
路
線
の
変
更

及
び
認
定
（
名
沖
線
、
中
ノ
坪
南

北
線
）

　

名
沖
線
の
一
部
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
、
国
道
整
備
に
よ
り
分
断
さ
れ

た
中
ノ
坪
南
北
線
の
一
部
を
新
た
に

市
道
に
認
定
す
る
。

▼
議
案
第
90
号　

新
た
に
生
じ
た
土

地
の
確
認
（
丸
亀
市
本
島
町
笠
島

地
先
公
有
水
面
埋
立
地
）

　

本
島
町
笠
島
地
先
公
有
水
面
埋
立

事
業
に
よ
り
漁
港
施
設
用
地
、
道
路

用
地
と
し
て
供
用
化
と
な
っ
た
土
地

を
、
新
た
に
生
じ
た
土
地
と
し
て
確

認
す
る
。

▼
議
案
第
91
号　

町
の
区
域
へ
の
編

入
（
本
島
町
笠
島
）

　

香
川
県
が
本
島
町
笠
島
地
先
に
お

い
て
施
行
し
た
本
島
町
笠
島
地
先
公

有
水
面
埋
立
事
業
に
伴
う
公
有
水
面

埋
立
が
竣
工
し
、
漁
港
施
設
用
地
、

道
路
用
地
と
し
て
供
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
１
４
８
・
81
平
方

メ
ー
ト
ル
を
新
た
に
生
じ
た
土
地
と

し
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
町
の
区

域
に
編
入
す
る
。

▼
議
案
第
92
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）　

　

国
の
経
済
対
策
と
し
て
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
を
給
付
す
る
。

▼
諮
問
第
２
号　

人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦

25日　市民会館整備特別委員会
総務委員会協議会

29日　議会運営委員会
各派会長会
教育民生委員会協議会
都市環境委員会協議会
広報広聴委員会

19日　都市環境委員会協議会
23日　教育民生委員会協議会

市民会館整備特別委員会
議会運営委員会

31日　各派会長会
全員協議会
広報広聴委員会

　１日　本会議
決算特別委員会

　５日　議会運営委員会
本会議

　６日　教育民生委員会
教育民生委員会協議会
都市環境委員会
都市環境委員会協議会

　７日　総務委員会
総務委員会協議会

13～15日　本会議
16日　本会議

教育民生委員会
広報広聴委員会

20～26日　決算特別委員会
27日　決算特別委員会

議会運営委員会
28日　市民会館整備特別委員会

　５日　本会議

７月

8月

9月

10月

7・8・9・10月
議会の動き議会の動き

定　
　

例　
　

会

議
会
の
動
き
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一
　
般
　
質
　
問

■
廣
田
勝
也

①
病
児
保
育
②
学
習
機
会
の
確
保

③
犬
猫
不
妊
手
術
の
対
象
拡
大

■
竹
田
英
司

市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
給
付
金
②

市
庁
舎
の
空
調
管
理

■
渡
邉
一
馬

①
医
療
・
介
護
従
事
者
支
援
②
コ

ロ
ナ
禍
の
医
療
体
制
と
支
援

■
武
田
孝
三

①
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
②
運
動
場
③
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
④
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
支
援
⑤
技
術
職
員
不
足

■
香
川
　
勝

①
部
活
動
②
障
害
者
に
優
し
い
ま

ち
③
市
営
駐
車
場

■
守
家
英
明

①
部
活
動
②
こ
ど
も
食
堂
③
離
島

有
害
鳥
獣
対
策

■
真
鍋
順
穗

①
中
心
市
街
地
と
南
部
拠
点
②
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
繰
入
金

③
本
市
農
業
の
維
持
・
存
続

■
東
　
由
美

①
国
際
交
流
と
多
文
化
共
生
②
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
③
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭

■
大
西
　
浩

①
食
を
支
え
る
農
業
と
食
の
未
来

②
垂
水
橋

■
福
部
正
人

①
デ
ジ
タ
ル
障
害
者
手
帳
②
入
院

時
お
む
つ
代
補
助
③
市
民
活
動
保

険
④
生
ご
み
バ
イ
オ
マ
ス
化
⑤
美

術
館
と
商
店
街
⑥
投
票
済
証
⑦
レ

コ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

■
加
藤
正
員

①
労
働
者
協
同
組
合
法
②
旧
統
一

教
会
③
快
天
山
古
墳

■
横
川
重
行

①
平
和
教
育
②
公
共
施
設
の
維
持

管
理
③
市
営
住
宅

■
角
野
仁
美

①
障
害
者
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
②

ス
ク
ー
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

■
内
田
俊
英

①
中
央
図
書
館
②
丸
亀
城
の
水
鳥

③
補
聴
器
購
入
補
助
④
公
共
交
通

⑤
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

■
神
田
泰
孝

①
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）②
水
難
事

故
対
策
③
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
④
熱
中

症
対
策
⑤
浸
水
被
害
対
策
⑥
城
泊

■
水
本
徹
雄

①
物
価
高
騰
②
市
民
満
足
度
調
査

③
市
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
④
城

東
幼
稚
園
と
青
ノ
山
保
育
所
⑤
明

治
天
皇
行
在
所
跡

■
中
谷
真
裕
美

①
国
葬
②
介
護
費
用
③
避
難
所
へ

の
太
陽
光
・
蓄
電
池
導
入

廣田勝也議員

市
民
生
活
部
長　

本
市
で
犬

や
猫
を
飼
養
す
る
世
帯
の
う

ち
、
約
２
割
が
複
数
で
飼
養
し
て
い

る
と
推
察
さ
れ
る
。
対
象
限
度
数
の

拡
充
に
よ
り
、
適
正
飼
養
の
推
進
や

望
ま
な
い
出
生
の
抑
制
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
個
人
世
帯
へ
の
補
助

限
度
数
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
検

討
し
た
い
。
一
方
、
動
物
愛
護
団
体

等
は
現
在
も
交
付
対
象
と
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
活
動
形
態
や
目
的
が
地
域

課
題
解
決
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る

か
の
判
断
が
必
要
と
な
る
た
め
、
ま

ず
は
、
市
の
取
組
方
針
に
沿
っ
た
補

助
基
準
整
備
に
向
け
た
調
査
研
究
を

進
め
た
い
。

　

犬
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
か
か
る
補
助
金
申
請
件
数
の
増
加
や
、
市

内
で
保
護
さ
れ
る
野
良
犬
、
野
良
猫
の
数
か
ら
、
年
度
内
の
補
助
限
度

数
は
一
世
帯
あ
た
り
２
頭
、
動
物
愛
護
団
体
等
に
対
し

て
は
一
団
体
あ
た
り
５
頭
程
度
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

むやみに増やさないのも愛情です

Ａ

17人の議員が市の考えを問う

Q 不
幸
な
命
を

増
や
さ
な
い
た
め
に

質問者・項目
太字の項目は本文中に要約文を掲載一般質問
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一
　
般
　
質
　
問

竹田英司議員

市
長　

感
染
症
拡
大
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
世
界
的

な
物
価
高
騰
を
受
け
、
市
で
は
、
宿

泊
事
業
者
支
援
事
業
や
公
共
交
通
等

利
用
回
復
緊
急
支
援
事
業
な
ど
の
事

業
者
支
援
に
加
え
、
こ
の
９
月
議
会

で
も
、
学
校
給
食
の
食
材
費
支
援
や

農
業
用
肥
料
購
入
経
費
助
成
、
貨
物

事
業
者
や
生
活
困
窮
者
の
就
労
自
立

支
援
に
向
け
た
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
特
に
、
水
道
基
本
料
金
の

減
免
は
、
市
民
や
市
内
事
業
者
を
直

接
支
援
で
き
る
、
現
金
給
付
同
様
の

施
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
国
な
ど
と
連
携
し
、
機
動
的
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　
24
年
ぶ
り
の
大
幅
な
物
価
高
騰
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
の
コ
ロ

ナ
緊
急
経
済
対
策
給
付
金
は
、
市
民
生
活
は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済
に

も
十
分
な
効
果
が
あ
っ
た
と
検
証
さ
れ
た
が
、
今
後
、

再
度
緊
急
対
策
を
講
ず
る
考
え
は
。
今
、
検
討
を
始
め

れ
ば
、
年
内
に
支
給
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

渡邉一馬議員

健
康
福
祉
部
長　

ノ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
は
、
看
護
師

の
腰
痛
予
防
対
策
と
し
て
、
人
力
の

み
の
移
乗
を
禁
止
し
、
患
者
の
自
立

度
も
考
慮
し
な
が
ら
、
福
祉
用
具
を

活
用
し
よ
う
と
い
う
考
え
か
ら
始
ま

っ
た
。
介
護
の
質
の
向
上
や
業
務
改

善
、
持
続
可
能
な
介
護
職
場
の
実
現

に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る

が
、
実
践
の
た
め
に
か
か
る
学
習
コ

ス
ト
な
ど
課
題
が
あ
る
ほ
か
、
本
市

が
福
祉
用
具
等
の
導
入
補
助
を
行
っ

た
際
も
、
効
果
を
感
じ
た
施
設
は
約

半
数
で
あ
り
、
他
の
施
設
か
ら
の
ニ

ー
ズ
も
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
た

め
、
今
後
も
取
り
組
み
に
関
す
る
調

査
研
究
に
努
め
た
い
。

　
看
護
や
介
護
の
現
場
で
は
、処
置
、入
浴
介
助
な
ど
、相
手
を
持
ち
上
げ

た
り
支
え
た
り
す
る
場
面
が
多
く
あ
る
。
抱
え
上
げ
、
引
き
ず
り
な
ど
の

ケ
ア
を
廃
止
し
、
身
体
的
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う
、
身
体

の
使
い
方
を
工
夫
し
、リ
フ
ト
等
の
福
祉
用
具
を
積
極
的
に

使
用
す
る
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

Ａ

物価の高騰で重くのしかかる生活

Q 市
民
生
活
を
支
え
る

緊
急
経
済
対
策
を

Q ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の

拡
充
を

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の

拡
充
を

無理のない介護で　お互い笑顔
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一
　
般
　
質
　
問

武田孝三議員

教
育
長　

ア
ク
セ
ス
集
中
に

よ
る
通
信
制
限
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
解
決
す

べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。
主
な
要

因
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

対
応
で
き
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
へ
の

回
線
整
備
に
十
分
に
至
っ
て
い
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
現
在
は
、

利
用
時
刻
の
調
整
な
ど
、
各
校
の
取

組
み
を
共
有
し
な
が
ら
、
実
情
に
合

わ
せ
て
工
夫
し
て
い
る
。
今
後
は
、

早
急
な
課
題
解
決
に
向
け
、
業
者
と

と
も
に
回
線
の
設
定
変
更
を
進
め
る

と
と
も
に
、
県
や
国
に
予
算
措
置
を

含
め
、
要
望
し
て
い
く
。

　

本
市
で
は
、
生
徒
数
の
多
い
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
集
中

し
た
際
、
使
用
に
制
限
が
か
か
る
と
聞
い
て
い
る
。
本
市
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
の
円
滑
な
運
用
確
保
に
つ
い
て
、
整
備
の
見
通

し
、
予
算
措
置
、
国
や
民
間
通
信
事
業
者
へ
の
要
望
な

ど
も
含
め
、
今
後
の
対
応
は
。

Ａ

香川　勝　議員

教
育
長　

部
活
動
は
、
達
成

感
の
獲
得
や
学
習
意
欲
の
向

上
な
ど
、
自
主
性
の
育
成
に
寄
与
し

て
い
る
。
ま
た
、
人
間
関
係
の
構
築

を
図
り
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、
人
間
形
成
が
図
ら
れ
る

こ
と
で
、
学
校
の
安
定
化
に
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
学
校
の
一
体
感
や
愛

校
心
の
醸
成
に
も
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
市
で
は
、
部
活
動

の
財
政
的
支
援
を
予
算
化
し
て
行
っ

て
き
た
が
、
今
後
の
運
用
や
連
携
、

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
関
係

各
課
で
の
協
議
の
機
会
を
設
け
、
受

益
者
負
担
に
よ
る
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
対
応
し
て
い
く
。

　

部
活
動
は
、
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
、
音
楽
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
重
要
な
場
と
考
え
る
。
市
は
、
中
学
校
の
部

活
動
を
ど
う
位
置
付
け
、
意
義
や
意
味
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
家
庭
環
境
や
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
体
験

格
差
が
生
じ
な
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

Ａ Q

Q 環
境
を
整
備
し

個
別
最
適
な
学
び
の
実
現
を

環
境
を
整
備
し

個
別
最
適
な
学
び
の
実
現
を

環
境
に
よ
る
格
差
な
く

部
活
動
を
楽
し
も
う

環
境
に
よ
る
格
差
な
く

部
活
動
を
楽
し
も
う

1人1台　端末を使った授業

好きなことを好きなだけ　頑張れる環境を
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